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第１章 研究の目的と方法 

第１章では，学校における安全教育の課題に着目し，技術科における安全教育の課題を明

らかにすることを目的とした。 

第１節では，学校における安全教育の課題として，安全・安心な生活や社会づくりに必要

な資質・能力を育んでいくことの必要性（中央教育審議会，2016）を指摘した。次に，第２

次学校安全の推進に関する計画から，安全・安心な生活や社会づくりに必要な資質・能力を

育成していくために，各教科において安全に関する資質・能力と教科の目標・指導内容との

関連性を明らかにする必要があることを示した（文部科学省，2018）。 

第２節では，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関係についての知見を

得るために，技術科における安全教育の先行研究を分析した。その結果，技術科における安

全教育の先行研究からは，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関係につい

て明らかにできないことを示した。 

以上のことから，本研究の目的を，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の

関連性を解明し，技術科における安全教育を系統的・体系的に実施するための指針を示すこ

ととした。また，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関連性に基づいたモ

デル授業を考案し，試行的実践と評価を行うことにした。 

 

第２章 日本の技術科で扱うべき安全に関する資質・能力 

 第２章では，技術科で安全に関する資質・能力を適切に扱うための示唆を得ることを目的

とした。 

第１節では，米国や英国における安全教育に関わる各種資料の概要を把握した。その結果，

英国の技術教育に関する教科である Design and Technology で安全教育の資料として使用さ

れている『Health and Safety for design and technology education and similar establishments-

Code of practice』（The British Standards Institution ，2014)と『Health and Safety Training 

Standards in Design and Technology 2018』（The design and technology association ，2018)

は，Design and Technology の授業を担当する教員が身に付けておくべき安全に関する知識

と技能について示した資料であり，これを参考に授業が展開されていることがわかった。つ

まり，Design and Technology では，英国における安全に関する規準を遵守して実施されて

いることを意味している。一方，米国の技術教育で安全教育の資料として使用されている

『Designing Safer Learning Environments for Integrative STEM Education」（William et al.，

2014）（以下，DSLE と記す）は，生徒の安全に関する能力を育成することを目的とした資料
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であり，こちらは生徒が主体となった安全に関する指針であることがわかった。そのため，

日本の技術科で扱うべき安全に関する資質・能力の知見を得るためには，米国の資料が有効

であると判断した。 

 第２節では，米国の技術教育における安全教育の内容的な特徴を明らかにするとともに，

米国の技術教育における安全に関する資質・能力を解釈することを目的とした。その結果， 

DSLE の安全システムの構成要素と，米国の技術教育課程基準として示されている

『『Standards for Technological Literacy』（ITEA2000，宮川ら 2002）（以下，ＳＴＬと記す）』

との関連性は，基礎的な知識（Understanding），実践的能力（Ability），基礎的な知識と実践

的能力の両方（Understanding and Ability）により規定されていると判断ができた。また，

DSLE の安全システムの構成要素と関連しているのは，STL スタンダード２，３，４，５，

６，９，12，13，19 であることがわかった。さらに，DSLE に記述された米国の安全教育の

構成要素とＳＴＬ の目標との関連性を検討した結果，米国の技術教育によって習得が期待

される 20 の安全に関する資質・能力の具体が抽出できた。 

第３節では，米国の技術教育によって習得が期待される 20 の安全に関する資質・能力の

具体を，日本の安全に関する資質・能力である，知識及び技能，思考力・判断力・表現力等，

学びに向かう力，人間性等（文部科学省，2018）に対応させた。その結果，知識及び技能で

は，米国の技術教育によって習得が期待される安全に関する資質・能力の具体のうち，７つ

の資質・能力の具体が対応していることが確認できた。思考力・判断力・表現力等では，米

国の技術教育によって習得が期待される安全に関する資質・能力の具体のうち，11 の資質・

能力の具体が対応していることが確認できた。学びに向かう力，人間性等では，米国の技術

教育によって習得が期待される安全に関する資質・能力の具体のうち，２つの資質・能力の

具体が対応していることが確認できた。 

 

第３章 日本の技術科における安全教育 

第３章では，日本の技術科で実践されている安全教育の特徴や課題を解明することを目的

とした。具体的には，技術科における安全教育の成果が活用される場面と技術科の学習で育

成されている安全能力を明らかにした。 

第１節では，技術科における安全教育の成果が活用される場面を明らかにするために，技

術科教科書の安全の記述が活用される場面を検討した。その結果， 技術科における安全教育

の成果が活用される場面は授業，家庭，社会におけるリスク認知と評価および安全確保であ

ることがわかった。また，授業におけるリスク認知と評価および安全確保については，教科

書の構成の中でもガイダンス，材料と加工，エネルギー変換，生物育成，情報と関連性が認
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められた。さらに，家庭におけるリスク認知と評価および安全確保については，教科書の構

成の中でもエネルギー変換，情報との関連性が認められた。社会におけるリスク認知と評価

および安全確保は，教科書の構成の中でも終末で取り上げられていることが特徴的であった。 

第２節では，日本の技術科の学習で育成されている安全能力を明らかにするために，技術

科教科書における安全教育の記述が育成を意図している安全能力を分析した。その結果， 技

術科教科書で重点的に指導し育成している安全能力は「危険情報の収集」「危険情報の整理」

「危険情報の活用」「潜在危険の除去」「自己の安全状態の確認」「施設・用具等の安全確認」

「行動ミスの防止」「危険行動の自制」であることがわかった。さらに，技術科教科書で取り

扱われていない安全能力は「経験による危険の察知」「関係者への適切な報告」「原因分析と

結果の周知」「再発防止対策の実行」であることがわかった。これらの技術科教科書で取り扱

われていない安全能力については，技術科教科書においても例示できると考えられた。  

 

第４章 安全に関する資質・能力と技術科の目標・指導内容の関連性 

第４章では，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関連性を解明し，技術

科における安全教育を系統的・体系的に実施するための指針を示すことを目的とした。 

第１節では，第２章の結果に基づき，日本の安全に関する資質・能力と関連している安全

教育の構成要素と資質・能力の具体を抽出した。次に，第３章の結果から，技術科の安全教

育によって育成された資質・能力の具体が活用される場面を分析した。最後に，安全に関す

る資質・能力と安全教育の構成要素，資質・能力の具体及び資質・能力の具体が活用される

場面を整理した。その結果，安全に関する知識及び技能は，安全教育の構成要素である環境

による影響，材料，道具や装置，外部機関を学習させることによって育成できることがわか

った。また，育成された知識及び技能は，授業や家庭で活用されることが明らかになった。

安全に関する思考力・判断力・表現力等は，安全教育の構成要素である環境による影響，材

料，道具や装置，作業工程を学習させることによって育成できることがわかった。また，育

成された思考力・判断力・表現力等は，授業，家庭，社会で活用されることが明らかになっ

た。安全に関する学びに向かう力，人間性等は，安全教育の構成要素である人的な要因を学

習させることによって育成できることがわかった。また，育成された学びに向かう力，人間

性等は，授業，家庭，社会で活用されることが明らかになった。第１節の結果から，技術科

における安全に関する資質・能力を総括すると，材料や道具・装置を用いて製品やシステム

を創り出す技術的な活動や，技術的な製品を使用する活動において，安全性が高い環境や状

態を維持するために，必要な知識や技能を身に付け，安全性を評価するために必要な情報を

収集・分析し，安全対策を選択できる資質・能力と整理できた。 
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第２節では，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関連性を解明すること

で，技術科において安全教育を系統的・体系的に実施するための指針を示すことを目的とし

た。技術科の目標・指導内容を把握するために『中学校学習指導要領』（文部科学省，2017）

と『中学校学習指導要領解説技術・家庭編』（文部科学省，2017）を分析した。その結果，『中

学校学習指導要領解説技術・家庭編』に示されている「技術科の学習過程と各内容の３つの

要素及び項目の関係」（文部科学省，2017，p23）が，技術科の目標や指導内容の概要をまと

めていると考えられた。そのため，技術科の学習過程と技術科における安全に関する資質・

能力の関連を示した技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関連から，学習過

程の既存の技術の理解では，６つの資質・能力が育成できることを明らかにした。学習過程

の課題の設定では，８つの資質・能力が育成できることを明らかにした。学習過程の科学的

な理解に基づいた設計・計画では，11 の資質・能力が育成できることを明らかにした。学習

過程の課題解決に向けた製作・制作・育成では，11 の資質・能力が育成できることを明らか

にした。学習過程の成果の評価では，７つの資質・能力が育成できることを明らかにした。

学習過程の次の問題の解決の視点では，13 の資質・能力が育成できることを明らかにした。 

第３節では，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関連性に基づいたモデ

ル授業を考案し，試行的実践の結果を評価した。モデル授業の題材計画は，『「指導と評価の

一体化」のための学習評価に関する参考資料中学校技術・家庭』(国立教育政策研究所，2020）

に示される事例を援用した。援用した事例と安全に関する資質・能力の関連性を知るために，

援用した事例に示されている指導と評価の計画に，第２節で作成した技術科の目標・指導方

法と安全に関する資質・能力の関連を対応させた。その結果，援用した事例に計画されてい

る学習活動の多くは，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力が互いに関連し融

合しあって構成されていると考えられた。一方で，技術科の目標・指導内容と安全に関する

資質・能力の関連性が少なく分離している可能性がある学習活動もあることがわかった。そ

のため，安全に関する資質・能力の育成を意図した学習活動を実施する必要があると考えら

れた。指導と評価の計画と安全に関する資質・能力の対応に基づいたモデル授業を考案し，

試行的実践の結果を評価した。その結果，モデル授業によって，安全に関するデータを収集

し分析することで安全対策の方法を選択する力の習得が確認できた。 

 

第５章 本研究の総括と今後の課題 

本研究は，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関連性を解明し，技術科

における安全教育を系統的・体系的に実施するための指針を示すことを目的とした。また，

技術科における安全教育の方針を示すために，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・
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能力の関連性に基づいたモデル授業を考案し，試行的実践の評価を行った。 

本研究の結果は，次のようにまとめることができる。 

（１）技術科における安全教育の先行研究から，技術科における安全に関する資質・能力と

指導に関する問題点を整理した。その結果，技術科の目標・指導内容と安全に関する資

質・能力の関連性は明らかにされていないことを示した。そこで，技術科の目標・指導

内容と安全に関する資質・能力の関連性を解明し，技術科における安全教育を系統的・

体系的に実施するための指針を示すことを研究の目的とした。また，技術科における

安全教育の方針を示すために，技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関

連性に基づいたモデル授業を考案し，試行的実践の評価をすることにした。（第１章） 

（２）日本の技術科で安全に関する資質・能力を適切に扱う示唆を得るために，米国と英国

の技術教育で使用されている安全教育に関わる各種資料を分析した。分析の過程で，

英国の安全教育の資料は，授業を担当する教員が身に着けておくべき知識と技能に関

する資料として活用できることがわかった。そのため，本研究では英国の安全教育の

資料を敷衍した上で，米国の技術教育における安全に関する資質・能力を日本の安全

に関する資質・能力に対応させた。知識及び技能では，米国の技術教育によって習得が

期待される安全に関する資質・能力の具体のうち，７つの資質・能力の具体が対応して

いることが確認できた。思考力・判断力・表現力等では，米国の技術教育によって習得

が期待される安全に関する資質・能力の具体のうち，11 の資質・能力の具体が対応し

ていた。学びに向かう力，人間性等では，米国の技術教育によって習得が期待される安

全に関する資質・能力の具体のうち，２つの資質・能力の具体が対応していた。（第２

章） 

（３）日本の技術科で実践されている安全教育の特徴や課題を解明するために技術科教科書

の安全教育の記述を分析した。その結果，技術科における安全教育の成果が活用され

る場面は授業，家庭，社会におけるリスク認知と評価および安全確保であると明らか

にした。また，技術科教科書で重点的に指導し育成している安全能力は「危険情報の収

集」「危険情報の整理」「危険情報の活用」「潜在危険の除去」「自己の安全状態の確認」

「施設・用具等の安全確認」「行動ミスの防止」「危険行動の自制」であることがわかっ

た。さらに，技術科教科書で取り扱われていない安全能力は「経験による危険の察知」

「関係者への適切な報告」「原因分析と結果の周知」「再発防止対策の実行」であること

がわかった。（第３章） 

（４）技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力の関連性を解明し，モデル授業を

実践した。その結果，技術科における安全に関する資質・能力を明らかにし，技術科に

おける安全に関する資質・能力を整理することができた。さらに，技術科の目標・指導
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内容と安全に関する資質・能力の関連性を解明することで，技術科において安全教育

を系統的・体系的に実施するための指針を示し，技術科の目標・指導内容と安全に関す

る資質・能力の関連を示すことができた。最後に，技術科の目標・指導内容と安全に関

する資質・能力の関連性に基づいたモデル授業を計画・実践した。モデル授業によっ

て，安全に関するデータを収集し分析することで安全対策の方法を選択する力の習得

が認められた。（第４章） 

 本研究では，技術科における安全に関する資質・能力を明らかにすることができた。また，

技術科の目標・指導内容と安全に関する資質・能力を対応させることで，技術科において安

全教育を系統的に行う指針を得ることができた。しかし，技術科の授業を受けた生徒が安全

に関する資質・能力をどの程度身に付けているかの実態は不明である。そのため，生徒の安

全に対する意識や行動の実態を調査することによって，技術科における安全教育の効果と今

後の安全教育の基本的方向を検討していくことが課題として考えられる。 
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